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臨時総合調整会議（２０１９．９．９） 

○日 時 ： 令和元年９月９日（月） 午前９時００分 ～  

○場 所 ： 栗東市役所３階談話室 

○出席者 ： 市長、副市長、教育長、部次長等 

 

＜会議内容＞ 

１．市長の指示事項 

 市長からの指示 

・総合調整会議での指示事項や決定の内容をしっかり部内で情報共有しておくこと。 

・くりちゃんバスの事故について、バス協の中でどのような意見が出ても答えられるように準備

しておくこと。 

・戦没者追悼式の献花をお渡しする際にボーイスカウトの子供たちに手伝ってもらうのはどうか

との提案をいただいたので担当課で検討すること。 

 

２．審議事項 

【案件名】火葬場建設検討委員会の答申を踏まえた市の方針について 

→ 環境経済部長、環境政策課長から説明 

・近隣自治会との広域での取り組みを含め、火葬場に関する整備方針等を検討するため、栗東市

火葬場建設検討委員会を設置したことから委員会の経過を報告するもの。 

・火葬場に関する市の方針（案）について、火葬場建設を最終決定するための草津市との協議ス

タンスを定めるもの。 

 

区分：決 定  

 

３．報告事項 

【案件名】ふるさとりっとう応援寄附の取り組み見直しについて 

→ 市民政策部長、元気創造政策課参事から説明 

・ふるさと応援寄附制度のより一層の充実を図るために、この制度を市のＰＲ手法として積極的に活

用し、本市の魅力を情報発信することで、ふるさとりっとうの良さを知っていただくために、令和

元年１０月１日より記念品のさらなる充実を行うもの。 

 

区分：了 解  

 

【案件名】(仮称)栗東市手話言語及び障がい者のコミュニケーション支援に関する条例の制定
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について 

→ 福祉部長、障がい福祉課長から説明 

・(仮称)栗東市手話言語及び障がい者のコミュニケーション支援に関する条例検討委員会を設置し、

手話言語の内容と障がい者のコミュニケーション支援の内容をひとつにまとめた条例を、１２月議

会を目途に制定したいと検討していたが、検討委員会での意見等をふまえ、手話言語と障がい者の

コミュニケーション支援について、それぞれ単独の条例制定をめざすこととなった。 

・令和元年第４回栗東市議会定例会における常任委員会でのその他事項で報告を行うもの。 

 

区分：了 解  

 

【案件名】第３０回旧ＲＤ最終処分場問題連絡協議会について 

→ 環境経済部長、環境政策課長から説明 

・旧ＲＤ最終処分問題について、滋賀県により周辺６自治会および市と情報を共有して意見を交

換するため、第３０回旧ＲＤ最終処分場問題連絡協議会が開催されたので報告するもの。 

 

区分：了 解  

 

３．閉会 

副市長からの挨拶 

・９月９日は救急の日である。救急車やパトカーを呼ぶときはしっかりと状況等を伝えること。 

以上 


